
空間情報科学を用いた歴史学・考古学をはじめとする人文科学研究の推進 

 

財源 平成 17 年度 学長裁量経費・教育研究プロジェクト経費（200 万円） 

 

メンバー 

 新納 泉（代表・考古学） 

 今津勝紀（日本史） 

 渡邊佳成（東洋史） 

 吉田 浩（西洋史） 

 隈元 崇（地球科学） 

 山本悦世（埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ） 

 

経緯 2005 年９月３日・４日に 

 歴史 GIS セミナーを開催 

  東京大学（現）、三重大学、 

  元興寺文化財研究所（奈良） 

  亀山市教育委員会（三重） 

  笠岡高校などの研究者らが 

  参加。 

 

報告書の特徴 

 ・日本史の分野における GIS を用いた本格的な研究は、まだきわめて少ない。 

 ・GIS を用いた韓国考古学の本格的研究は、ほぼ初の例。 

 ・九州における前方後円墳の分布の変化は、まったく新しい学説。 

 ・ロシアの研究衛星写真と地形データの使用は、海外研究の新しい方向を示す。 

 ・大学院生が、GPS を携えてミャンマーのパガン地域を調査。 

 

この研究にいたる経緯と評価 

  ・岡山大学考古学研究室が、1993 年に、歴史系の大学としては初めて GIS を導入 

  ・岡山大学文学部出身者が、歴史 GIS 初の博士論文を書き、研究者となる（同志社） 

  ・考古学・日本史学・文化財科学の三者がそろって GIS を用いる大学は他に例がなく 

   拠点的役割を果たしている 

 

関連成果  造山古墳のデジタル測量調査（2005 年から） 

 

今後の方向 GIS をはじめとする空間情報科学的研究を、歴史系以外の分野にも広げ、文学部 

 の特色としたい 

 

連絡 岡山大学大学院社会文化科学研究科 教授 新納 泉（ニイロ イズミ 53 歳） 

 iniiro@cc.okayama-u.ac.jp  086-251-7418、090-4899-5347 

目 的 

(1) 地理情報システムなどの空間情報科学的研

究を、歴史学・考古学をはじめ人文科学のできる

限り幅広い領域に広げるための条件整備を行い、

文理融合的な研究の飛躍的進展と、研究の拠点づ

くりをはかる。 

 

(2) 空間を扱う人文科学的研究を環境とのかか

わりのなかに位置づける。学内遺跡と環境のかか

わりや、東南アジアにおける地理的環境と集落の

関係、ロシア黒土地帯における農業生産や共同体

と環境とのかかわりなど、さまざまなケーススタ

ディーを、地理情報システムを軸に研究する。 

 

(3) 下記の関係教官以外からも研究課題を募集

し、地理情報システムのインストール済みコンピ

ュータを貸与して研究を支援する。対象は、大学

院生や留学生などを含む。 














